
第５回 繁華街における客引き行為等への対策検討会議 次第 

令和４年４月１２日（火）

小倉リーセントホテル

１階 ガーデンホール

１ 客引き条例の骨子について 資料１～３

（１） 第４回検討会議における条例骨子への意見について（資料１） 

（２） 意見を踏まえた条例骨子について（資料２）

    （参考資料）政令市における客引き規制条例の制定状況

（３） 本市のパブリックコメント実施時の資料案（資料３）

    （参考資料）千葉市のパブリックコメント実施時の資料

２ 今後のスケジュールについて 資料４





第４回検討会議における条例骨子への意見について 

【条例骨子案全般について】 

・基本的に、条例骨子に問題はないと考える。 

・他都市の事例や地域の要望を参考に実効性のあるものにできるように。 

・緩やかな規制ではなく、しっかりとしたものになりそうなので安心した。 

・罰則および手続きを厳しく設定しているため、条例の効果が実感しやすい。 

【条例の目的について】 

・「条例の目的」について、「協働」の文言や、街づくりの要素を入れてはどうか。 

【責務について】 

・「市の責務」について、「必要な施策」の具体的な内容を例としてあげてはどうか。 

【禁止区域の指定等について】 

・規制や制限をかける範囲については議論が必要。 

・禁止区域では罰則を適用するため、必要最小限の規制であるべきと考える。 

・３年以上に渡り、悪質な客引きに対する対策を実施してきても効果がなかったこ

とから、条例により禁止区域内での客引きを全て禁止することは理解できる。 

・大阪のような１ ルールは、規制があいまいになるのでするべきではない。

【罰則等について】 

・「勧告」という言葉で、事業者が規制について認識できるのか。 

・「報告の徴収等」について、具体的な規定を条例である程度定めるべきではないか。 

・客引きをする者だけでなく、させたものも公表することは意義があると考える。 

【その他運用等について】 

・条例をつくることが目的ではなく、安全安心な環境を確保していくことが目的。 

・ポジティブな取組を優遇する仕組みについて検討したい。 

・市民にとって不利益となる行為や、その手続きがわかりやすくあるべきである。 

・客引き行為者を実際に取り締まる際の運用が重要になると考える。 

・大学、専門学校などにきちんと事前に周知することが重要だと考える。 

・「推進員」については賛成である。協力させていただく。 

・例えば、少年補導員などの協力を得ることもいいのではないか。 

・条例制定だけでなく巡回が必要。しかしながら、客待ち・勧誘待ちと一般市民の

待ち合わせ等を見分けるのが難しいため、工夫が必要である。 
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意見を踏まえた条例骨子について 

【北九州市客引き行為等の禁止等に関する条例 骨子】 

第１ 条例の目的  

条例の目的として、「公共の場所における客引き行為等の禁止等に関し、必要な事項

を定めること」、「市民、事業者等が、市と協働して安全かつ快適に公共の場所を通行

し、又は利用することのできる環境の形成を図ること」、もって、「安全で安心なまち

の実現に資すること」を定めます。 

第２ 用語の定義  

条例において用いる用語の定義を定めます。 

客引き行為等：公共の場所（道路、公園等）において行われる、客引き行為、客待

ち行為、勧誘行為、勧誘待ち行為をいう。 

  客引き行為 ：通行人その他不特定の者の中から相手方を特定して、客となるよう

に誘う行為 

  客待ち行為 ：客引き行為をする目的で、相手方となるべき者を待つ行為 

  勧誘行為  ：通行人その他不特定の者の中から相手方を特定して、役務に従事す

るように勧誘する行為 

  勧誘待ち行為：勧誘行為をする目的で、相手方となるべき者を待つ行為 

  市民等   ：市内に居住し、若しくは滞在し、又は市内を通過する者 

  事業者等  ：事業（その準備行為を含む）を行う者またはその従業者 

  地域団体  ：市内に存する自治会や商店街、その他の地域活動を行う団体 

第３ 市の責務  

市は、条例の目的を達成するため、地域団体、警察その他関係機関との連携を図り、

客引き行為等の禁止等に関し、必要な施策を推進すべきことを定めます。 

第４ 市民等及び地域団体の責務 

市民等や地域団体は、市が実施する客引き行為等の禁止等に関する施策に協力する

よう努めることを定めます。 

また、禁止区域を活動範囲に含む地域団体は、巡回、啓発その他の客引き行為等を行

わせないための自主的な取組を推進し、客引き行為等が行われないまちづくりに積極

的な役割を果たすよう努めることを定めます。 

第５ 事業者等の責務 

事業者等は客引き行為等をし、又はさせるときは、安心・安全で快適な生活環境を

阻害しないように努めることを定めます。 

また、事業者等は市が実施する客引き行為等の規制に関する施策に協力すること及

び客引き行為等の適正化に関し、従業員への指導、監督等を行うよう努めることを定

めます。 
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第６ 繁華街における客引き行為等への対策検討会議 

  禁止地区の指定に関する事項及び客引き行為等の禁止に関し市長が必要と認める

事項について、学識経験者等からの意見を聴取するために、「繁華街における客引き

行為等への対策検討会議」（以下、「検討会議」という。）を置くことを定めます。

第７ 客引き行為等禁止区域の指定 

市長は、市民等が安全かつ快適に公共の場所を通行し、又は利用することのできる

環境を確保するため特に必要があると認める区域を、禁止区域として指定（規則で定

める）することができることや禁止区域を指定したときは、その旨を告示しなければ

ならないことを定めます。 

また、必要があると認めるときは、禁止区域の指定を変更し、又は解除することが

できることを定めます。 

その他、禁止区域の指定、変更、解除に当たっては、第６に定める「検討会議」の

意見を聴かなければならないことを定めます。 

第８ 禁止区域における客引き行為等の禁止 

何人も、客引き行為等禁止区域において客引き行為等をし、又はさせてはならない

ことを定めます。 

第９ 禁止区域における客引き行為を用いた営業の禁止 

事業者等は、禁止区域において、客引き行為をした者又は当該客引き行為に関係あ

る者から紹介を受けて、当該客引き行為を受けた者を客として当該事業者等の店舗に

立ち入らせてはならないことを定めます。 

第 10 客引き行為等対策巡視員 

禁止区域において客引き行為等をし、又はさせようとしているものに対し、注意、

指導等を行うため、客引き行為等対策巡視員を配置することを定めます。 

また、巡視員は、客引き禁止等の推進のための啓発その他客引き禁止等の推進に関

する事務を行うこと等を定めます。 

第 11 客引き行為等対策推進員 

市長は、禁止区域における客引き行為等の禁止の推進のため、地域団体又は事業者

等のうちから客引き行為等対策推進員（以下、推進員という。）を委嘱できることを定

めます。 

また、推進員は、当該禁止区域において、客引き行為等を行い、又は行おうとして

いる者に対する注意喚起、客引き禁止等の推進のための啓発その他の活動を行うもの

とすることを定めます。 
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第 12 勧告

 勧告：市長は、第８及び第９に定める内容に違反したものに対し、当該行為をしては

ならない旨を勧告できることを定めます。 

第 13 命令

 命令：市長は、勧告に従わずに違反行為をしたものに対し、当該行為をしてはならな

い旨を命ずることができることを定めます。  

第 14 報告の徴収等 

市長は、勧告、命令を行うにあたって必要があると認める時は、必要な限度におい

て、違反行為をしたものに対し、必要な報告を求めることができることを定めます。 

また、市長は、勧告、命令を行うにあたって必要があると認める時は、職員に違反

行為をしたものの事務所、店舗その他事業に関係のある場所に立ち入らせ、必要な調

査や質問をさせることができることを定めます。  

その際には、身分を示す証明書を携帯し、請求があったときは掲示しなければなら

ないこと、この立入調査や質問の権限は、犯罪捜査のために認められた強制力を有す

るものではないことを定めます。

第 15 公表 

 市長は、第 13 の命令に従わないものや、第 14 の報告をせず、若しくは虚偽の報告

をしたもの、第 14 の立入調査等を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に正当

な理由がなくて答弁せず、若しくは虚偽の答弁をしたものについて、違反行為をした

ものの氏名や住所、店舗の名称や所在地等を公表することができることを定めます。 

また、公表しようとするときは、あらかじめ公表の対象となるものに、その理由を

通知し、意見答弁の機会を与えなければならないことを定めます。 

第 16 土地所有者等への通知 

市長は、第 15 による公表をしたときは、当該公表がされたものの業務の用に供さ

れている土地又は建物を提供している土地又は建物の所有者又は管理者に対し、当該

公表の内容を通知することができることを定めます。 

第 17 関係機関との連携 

市長は、この条例の目的を達成するために必要な場合は、関係警察署長その他関係

機関の長または関係団体の代表者に対して情報の提供その他必要な協力を求めるこ

とができることを定めます。 

また、市長はこの条例の目的を達成するために必要な場合は、関係警察署その他関

係機関の長に対し、違反行為に関する情報その他客引き行為等に関する情報の提供を

行うことができることを定めます。 
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第 18 委任 

この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、規則で定め

ることを定めます。 

第 19 罰則 

第 13 の命令に違反したものや第 14 の報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又

は同項の規定による立入調査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは同項の規定に

よる質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をしたものに対して 5万円以下の

過料を科すことを定めます。 

第 20 両罰規定 

法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者がその法人又

は人の業務に関し、前条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又

は人に対しても、過料を科すことを定めます。 
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都市 大阪市 京都市 神戸市（兵庫県）

施行日 H26/6 H27/4 H27/4

目的

第１条　この条例は、市民等と協働し
て誰もが安心して通行し、利用するこ
とができる快適な都市環境を形成する
ことに資するため、本市及び市民等の
責務を明らかにするとともに、公共の
場所における客引き行為等の適正化に
関し必要な事項を定めることにより、
集客都市にふさわしい魅力とにぎわい
のある安全で安心なまちづくりに寄与
することを目的とする。

第１条　この条例は、公共の場所にお
ける安心かつ安全な通行を確保するた
め、客引き行為等の禁止その他客引き
行為等を行わせないようにするための
取組（以下「客引き行為等の禁止等」
という。）に関し必要な事項を定める
ことにより、市民及び観光旅行者その
他の滞在者（以下「市民等」とい
う。）にとって安心かつ安全なまちづ
くりの推進、国際文化観光都市にふさ
わしいおもてなしを尊重する気運の醸
成並びに悠久の歴史の中で培われてき
た本市の都市格の維持及び向上に資す
ることを目的とする。

第１条 この条例は、何人も安心して
公共の場所を通行し、又は利用するこ
とができるようにするために公共の場
所における客引き行為等の防止に関し
て必要な事項を定めることにより、安
心で快適な地域社会の実現に寄与する
ことを目的とする。

都市 川崎市 名古屋市 仙台市

施行日 H28/4 H30/4 H30/12

目的

第１条　この条例は、客引き行為等を
防止することにより、市民等が安心し
て公共の場所を通行し、又は利用する
ことができる生活環境の確保を図り、
もって安心で快適な地域社会の実現に
資することを目的とする。

第１条  この条例は、公共の場所にお
ける客引き行為等の禁止等に関し必要
な事項を定めることにより、市民、事
業者等が、市と協働して、安心して
通行し、利用することができる快適な
都市環境の形成を図り、もって魅力と
活力のある安心、安全で快適なまちづ
くりに寄与することを目的とする。

第１条  この条例は、客引き行為等の
禁止に関し必要な事項を定めることに
より、市民等が安全かつ快適に公共の
場所を通行し、又は利用することので
きる環境を確保し、もって魅力と活力
のある安全で快適な街の実現に資する
ことを目的とする。

都市 熊本市 浜松市 静岡市
施行日 H30/12 R1/11 R3/1

目的

第１条　この条例は、公共の場所にお
ける客引き行為等の禁止に関し必要な
事項を定めることにより、市民、観光
客等の安全と安心の確保並びに拠点都
市としてのにぎわいの維持及び向上を
図り、もって心豊かに暮らせる上質な
まちづくりに寄与することを目的とす
る。

第１条 この条例は、公共の場所にお
ける客引き行為等の禁止等に関し必要
な事項を定めることにより、市民及び
事業者等と協働して、安心して通行
し、利用することができる快適な生活
環境の確保を図り、もって魅力と活力
のある安心、安全で快適なまちづくり
に寄与することを目的とする。

第１条 この条例は、公共の場所にお
ける客引き行為等の禁止に関し必要な
事項を定めることにより、市民等及び
事業者等と協働して、公共の場所を安
全かつ快適に通行し、又は利用するこ
とができる生活環境の確保を図り、
もって魅力と活力のある安心、安全で
快適なまちづくりに寄与することを目
的とする。

都市 千葉市 札幌市

施行日 R4/4全部施行予定 R4/7全部施行予定

目的

第１条　この条例は、客引き行為等の
禁止その他の必要な事項を定めるとと
もに、客引き行為等の防止に関し、市
が市民等、事業者等及び地域団体と
協働して、市民等が安心して公共の場
所を通行し、又は利用することができ
る環境を確保し、もって魅力と活力に
あふれた安全で安心なまちづくりに寄
与することを目的とする。

（素案より抜粋）
客引き行為等の防止に関し必要な事項
を定めることにより、市民及び観光客
その他の滞在者又は市内を通過する者
（以下「市民等」という。）が、公共
の場所を安全に安心して通行し、又は
利用することができる環境の確保を図
り、もって魅力と活力のある安全で安
心なまちづくりに寄与することを目的
とします。

政令市における客引き規制条例の制定状況
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本市のパブリックコメント実施時の資料案 

（仮称）北九州市客引き行為等の禁止等に関する条例案の概要に関する 

市民意見の募集について 

１ 条例制定化に向けた背景 

風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和 23 年法律第 122 号）や福岡

県迷惑行為防止条例（昭和 39 年福岡県条例第 68 号）（以下、「風営法等」という。）で

規制されていない居酒屋・カラオケ店等の客引き行為等については、正当な営業活動の

一環として行わるものであり、風営法等に触れない限り認められています。 

しかしながら、小倉北区の魚町、京町周辺では、平成２９年頃から一部の居酒屋など

の客引きが道路中央に立ち、通行を妨げたり、つきまとう等、まちのイメージダウンと

なる迷惑行為を行っており、適正化を望む声が上がっていました。 

そこで、平成３０年８月に、地元の商店街、自治会、小倉北警察署、本市による「小

倉繁華街客引き適正化協議会」を結成し、定期的な客引きパトロールの実施や、客引き

に関する自主ルールの運用、商店街でのアナウンスや大型ビジョンを活用した啓発等を

行ってきました。 

また、令和２年７月に設置した有識者による「繁華街における客引き行為等への対策

検討会議」（以下、「対策検討会議」という。）の意見を踏まえ、まず、客引きの実態調査

及び来街者や住民の方々などへのアンケートを行ったほか、客引き業者からのヒアリン

グ、民間警備員による迷惑行為への注意の喚起を行うなど、３年以上に亘り、官民あげ

て様々な取組を行ってきました。 

このような取組や新型コロナウイルス感染症の影響もあり、一時的に迷惑行為は減少

したものの、客引きする者が頻繁に入れ替わることや、対策に法的根拠がないため、注

意に聞く耳を持たない者が増えるなど、迷惑な客引き行為等の改善には至りませんでし

た。 

このような状況から、昨年１２月、地元商店街組合が加入する小倉中央商業連合会や、

２つの地元自治会から客引き行為を禁止する条例の制定を強く求める要望書が提出さ

れました。 

さらに、「対策検討会議」に対して現状を報告し、今後の対策について伺ったところ、

「これまでのようなモラルに訴えかける対策では、これ以上の改善は見込めないこと」

等を理由に、すべての委員から、「本市でも客引き行為等を禁止する条例を制定すべき

である。」「条例制定に当たっては、すでに制定している他の都市の状況や課題を参考に

して、本市の実情に応じた対策も併せて行うべきである。」といったご意見をいただき

ました。 

これまでの取組や地元の要望、対策検討会議等の意見を踏まえ、市内全域の公共の場

所において、客引き行為等により安全・安心で快適な都市環境を阻害しないよう事業者

等に努めていただくとともに、客引きが多発する地域を指定し、その地域内において一

切の客引き行為等を禁止する条例制定を検討します。 
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２ （仮称）北九州市客引き行為等の禁止等に関する条例案の概要 

第１ 条例の目的  

条例の目的として、「公共の場所における客引き行為等の禁止等に関し、必要な事項

を定めること」、「市民、事業者等が、市と協働して安全かつ快適に公共の場所を通行

し、又は利用することのできる環境の形成を図ること」、もって、「安全で安心なまち

の実現に資すること」を定めます。 

第２ 用語の定義  

条例において用いる用語の定義を定めます。 

客引き行為等：公共の場所（道路、公園等）において行われる、客引き行為、客待

ち行為、勧誘行為、勧誘待ち行為をいう。 

  客引き行為 ：通行人その他不特定の者の中から相手方を特定して、客となるよう

に誘う行為 

  客待ち行為 ：客引き行為をする目的で、相手方となるべき者を待つ行為 

  勧誘行為  ：通行人その他不特定の者の中から相手方を特定して、役務に従事す

るように勧誘する行為 

  勧誘待ち行為：勧誘行為をする目的で、相手方となるべき者を待つ行為 

  市民等   ：市内に居住し、若しくは滞在し、又は市内を通過する者 

  事業者等  ：事業（その準備行為を含む）を行う者またはその従業者 

  地域団体  ：市内に存する自治会や商店街、その他の地域活動を行う団体 

第３ 市の責務  

市は、条例の目的を達成するため、地域団体、警察その他関係機関との連携を図り、

客引き行為等の禁止等に関し、必要な施策を推進すべきことを定めます。 

第４ 市民等及び地域団体の責務 

市民等や地域団体は、市が実施する客引き行為等の禁止等に関する施策に協力する

よう努めることを定めます。 

また、禁止区域を活動範囲に含む地域団体は、巡回、啓発その他の客引き行為等を行

わせないための自主的な取組を推進し、客引き行為等が行われないまちづくりに積極

的な役割を果たすよう努めることを定めます。 

第５ 事業者等の責務 

事業者等は客引き行為等をし、又はさせるときは、安心・安全で快適な生活環境を

阻害しないように努めることを定めます。 

また、事業者等は市が実施する客引き行為等の規制に関する施策に協力すること及

び客引き行為等の適正化に関し、従業員への指導、監督等を行うよう努めることを定

めます。 
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第６ 繁華街における客引き行為等への対策検討会議 

  禁止地区の指定に関する事項及び客引き行為等の禁止に関し市長が必要と認める

事項について、学識経験者との意見を聴取するため、「繁華街における客引き行為等

への対策検討会議」（以下、「検討会議」という。）を置くことを定めます。 

第７ 客引き行為等禁止区域の指定 

市長は、市民等が安全かつ快適に公共の場所を通行し、又は利用することのできる

環境を確保するため特に必要があると認める区域を、禁止区域として指定（規則で定

める）することができることや禁止区域を指定したときは、その旨を告示しなければ

ならないことを定めます。 

また、必要があると認めるときは、禁止区域の指定を変更し、又は解除することが

できることを定めます。 

その他、禁止区域の指定、変更、解除に当たっては、第６で規定する学識経験者等

で構成する「検討会議」の意見を聴かなければならないことを定めます。 

第８ 禁止区域における客引き行為等の禁止 

何人も、客引き行為等禁止区域において客引き行為等をし、又はさせてはならない

ことを定めます。 

第９ 禁止区域における客引き行為を用いた営業の禁止 

事業者等は、禁止区域において、客引き行為をした者又は当該客引き行為に関係あ

る者から紹介を受けて、当該客引き行為を受けた者を客として当該事業者等の店舗に

立ち入らせてはならないことを定めます。 

第 10 客引き行為等対策巡視員 

禁止区域において客引き行為等をし、又はさせようとしているものに対し、注意、

指導等を行うため、客引き行為等対策巡視員を配置することを定めます。 

また、巡視員は、客引き禁止等の推進のための啓発その他客引き禁止等の推進に関

する事務を行うこと等を定めます。 

第 11 客引き行為等対策推進員 

市長は、禁止区域における客引き行為等の禁止の推進のため、地域団体又は事業者

等のうちから客引き行為等対策推進員（以下、「推進員」という。）を委嘱できること

を定めます。 

また、推進員は、当該禁止区域において、客引き行為等を行い、又は行おうとして

いる者に対する注意喚起、客引き禁止等の推進のための啓発その他の活動を行うもの

とすることを定めます。 

第 12 勧告 

 勧告：市長は、第８及び第９に定める内容に違反したものに対し、当該行為をしては

ならない旨を勧告できることを定めます。 
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第 13 命令 

 命令：市長は、勧告に従わずに違反行為をしたものに対し、当該行為をしてはならな

い旨を命ずることができることを定めます。  

第 14 報告の徴収等 

市長は、勧告、命令を行うにあたって必要があると認める時は、必要な限度におい

て、違反行為をしたものに対し、必要な報告を求めることができることを定めます。 

また、市長は、勧告、命令を行うにあたって必要があると認める時は、職員に違反

行為をしたものの事務所、店舗その他事業に関係のある場所に立ち入らせ、必要な調

査や質問をさせることができることを定めます。  

その際には、身分を示す証明書を携帯し、請求があったときは掲示しなければなら

ないこと、この立入調査や質問の権限は、犯罪捜査のために認められた強制力を有す

るものではないことを定めます。

第 15 公表 

 市長は、第 13 の命令に従わないものや、第 14 の報告をせず、若しくは虚偽の報告

をしたもの、第 14 の立入調査等を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に正当

な理由がなくて答弁せず、若しくは虚偽の答弁をしたものについて、違反行為をした

ものの氏名や住所、店舗の名称や所在地等を公表することができることを定めます。 

また、公表しようとするときは、あらかじめ公表の対象となるものに、その理由を

通知し、意見答弁の機会を与えなければならないことを定めます。 

第 16 土地所有者等への通知 

市長は、第 15 による公表をしたときは、当該公表がされたものの業務の用に供さ

れている土地又は建物を提供している土地又は建物の所有者又は管理者に対し、当該

公表の内容を通知することができることを定めます。

第 17 関係機関との連携 

市長は、この条例の目的を達成するために必要な場合は、関係警察署長その他関係

機関の長または関係団体の代表者に対して情報の提供その他必要な協力を求めるこ

とができることを定めます。 

また、市長はこの条例の目的を達成するために必要な場合は、関係警察署その他関

係機関の長に対し、違反行為に関する情報その他客引き行為等に関する情報の提供を

行うことができることを定めます。 

第 18 委任 

この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、規則で定め

ることを定めます。 
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第 19 罰則 

第 13 の命令に違反したものや第 14 の報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又

は同項の規定による立入調査を正当な理由がなく拒み、妨げ、若しくは忌避し、若し

くは同項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をしたものに対

して 5万円以下の過料を科すことを定めます。 

第 20 両罰規定 

法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者がその法人又

は人の業務に関し、前条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又

は人に対しても、過料を科すことを定めます。 
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今後のスケジュールについて 

【令和4年2月議会答弁（市長答弁）】 

R4.2月  本会議 自民の会：香月議員 「客引き対策について」（市長答弁）

（質疑要旨） 本市のイメージアップを図る施策としての客引き対策の見解をお伺いする。 

（答弁要旨） より効果的な対策として、客引き行為を禁止する条例を速やかに制定したい。

【今後のスケジュール（予定）】

パブリックコメントの実施（R4.5月～6月）  

 ・【R4.3月～4月】 〇対策検討会議（条例骨子の協議）

・【R4.4月】 〇常任委員会報告（条例骨子案の説明）

・【R4.6月】 ○対策検討会議（パブコメ結果の報告） 

  ・【R4.6月】 〇常任委員会報告（パブコメ結果の報告）

【R4.9月議会】 「客引き行為等の禁止等に関する条例案」を上程 ⇒ 可決 

【R4.10月1日】 「客引き行為等の禁止等に関する条例」一部施行 

（禁止区域における罰則等を除く）  

【R4.10月初旬】 「客引き行為等禁止区域」の選定 ⇒ 【R4.11月中旬】禁止区域の告示 

〇地元からの要望聴取  

〇対策検討会議からの意見聴取

【R4.11月中旬～12月中旬】 禁止区域の周知期間（看板設置、チラシ配布等） 

【R4.12月中】 「客引き行為等の禁止等に関する条例」全部施行（禁止区域における罰則等）
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